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Studies　on 　the　Composition　of　Cu．lture　Media 　for　Ped．　so丿ae （II）

　　　　　　　　　 Hisao　 Yoshi三 and 　 Nobuo 　 Hosokawa
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　　　In　a 　previous 　report 　we 　 con 丘rmed 　that 　 good　growth　of 　 Ped ．　 soyae 　 was 　obtained

in　 a 　mediunl 　 cOntaining 　 sOy −sauce ．

　　　This　report 　 deals　 with 　further　study 　made 　on 　the　application 　of　 soy ．sauce 　as　a

growth 　mediu 皿 and 　on 　the　e狂ect 　of　pH 　adjustment 　during　the　growth 　culture ．

　　　The　 results 　 obtained 　were 　 as 　follows：

　1）　All　the　 unpasteurized 　 soy ・sauces 　 and 　soy ・sauce 　 koji　 extract 　 were 　 efEective 　 for

the　growth 　Qf　Ped．　sorvae 　while 　chemically 　processed 　soy ，sauce 　had　litt正e 　 effect ．

　2）　Consequently，　it　 was 　 shown 　 that　the　 peptone・yeast　 extract 　 medium
，
　 which 　has

been　usual ！y　regarded 　as　the　 rnost 　 suitable 　for　growth　of　Ped ．　 soNae
，
　 can 　be　substituted

with 　 a 　 soy ・sauce 　 medium ．

　3）　As　was 　 already 　 known，　good　 growth　of　Ped ．　 soyae 　can 　 generally　be　 Qbtained

by　maintaining 　pH 　 in　the　mediu 瓜 higher　tha115 ．5　during　incubation，

　　　Better　growth　was 　observed 三n 　 the　medium 　with 　a　larger　b雌 er　action ，

　　　Amuch 　higher　cell　crop 　was 　obtained 　by　raising 　pH 　of　the　 medium 　during　incuba．

tion　higher　than 　5．8　by　the　 addition 　 of 　alkali 　 since 　 the　buffer　capacity 　of 　 the　medium

was 　 still　 insuf五cient 　 after 　 the　addition 　 of 　 Na ．succinate ．

　4）　In　this　experiment 　maximu 皿 growth　 indica亡ed 　by　the　viab 正e 　ceH 　 count 　was ⊥09／

ml 　in　soy ・sauce 　medium （total　 nitrogen 　O，4％），
　 when 　pH 　was 　raised 　higher　 thaD　 5．8．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒 　　 　 　　 　 　 言

　前報
り

に おい て 1’ ed ．∫  αε
＊

の 培養，集菌 の た め の 効果的 な 培地組成を検討 し，生 し ょ う袖 ま た は 生 し ょ う

油 と酵母 エ キ ス な ど の 併用 が 好結果を得 た ，本 報 で は 生 し ょ う油 を基 材 と し た培地 組 成 を さ らに詳 細 に 検討 し，

あ わ せ て 培 養 時 の pH 調 節 と増殖 の 関係 に つ い て の べ る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方　　法

1． 生 し ょ う油の 調製　　同一工 場 の 仕込 時 か ら熟 成 迄 の 饌 造 期聞 の こ と な る しょ う油 諸1垰 よ り液汁を採 り，

＊

　本菌は 中川 ら
L），坂 M3 ）の 見解 に よ れ ば 1）

ecg ，ノitiivphibin
’
ua1

・．50y 酢 と改め る の が 麦 当と思 わ れ る が ， 前

　　報
り と の 関連 か ら本報 で は 原名を用 い る．
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一
度煮沸 した後沖紙に て 沖過 した もの に つ き全窒素 （T ．N ．） を ケ ル ダール 法，直糖を ベ ル トラ ン ド法 に よ っ て

定量 し， T ．N ．濃度を規準 に 配合を行な っ た．一部の 試験に 用 い た しょ う油麹抽出液は し ょ う油麹 に 約 4 倍量

の 水を加え，50℃前後で 3hl 抽出後生し ょ う油の 調製と同磁 の処理 を施 した．

　2． 試験培地 の 組成　　前報
L）の 結果 に基 づ き食 塩 7％，直糖 1 〜1・5％ Na−su  inate　o・15M ＊＊，　 pH 　7・oの

組成を基本 とし， 生 しょ う油 な どの N 源 の 配合に 当 っ て は そ れ らの 中に ふ くまれ る 食塩 直糖を さ しひ い て 最

終濃度を そ ろえた ．Table　1 に培地組成 を示す．以下生 し ょ う油を基材 とした培地を SS・培地 ， 従来本菌 の 常

用 培地と して よ く使わ れ て い る ペ プ トン ，酵母 エ キ ス を 基材 と した培地を PY・培地と略称す る．緩衝剤と して の

Na ・su   inate は G．15M を
一般的に 用 い たが，試験 の 目的に よ っ て O．3M

， また は無添加 と した．

　3． 試験菌株 の培養　　Ped．　soyae を PY 一培地 に 前培養 した もの を 1 〜2 滴接種 し， 試験管内　（培地約 6

皿 1）で 30°C，6 日以 内培養 した．培 養 途中の pH 修正 を 行な う際 に は，30Dm1 内外 の 培地を用 い て 経時的に 10

ml を ぬ きとり，
　 pH メ

ー
タ
ー

で 7・0 に もど す に必要な ア ル カ リ液量を算出 し，5 ％ NaOH 溶液を用い た．

　4．増殖度，生酸度 の 測定　　菌体量は 日立 EPO −B 型光電光度計を用 い て 各培地 （N ．濃度が高 い もの で は

適宜稀釈）を ブ ラ ン クと して 66e　m μ に お け る透 過率を 測 定 して 吸 光度 （
−10gT） を算出 した ．　 pH は ガ ラ ス 電

極 pH メーターに よ り，生酸度は培地 10　ml をとり，
0。1N の NaOH で pH 　7．0 ま で中和す る に要 した ア ル

Tabie　1．　 Composition　of　medium ．

SS

PY

SQy・sauce 　medium

Peptone，yeast−extract

medium

Glucose（fina1）1〜（1．5）％，　NaCl （丘nal ）7％ ，

Soy−sauce 　T ．N ．＊ α1〜α8％ ，

Na ．succinate 　O．15　M （us 岨 11y）added 　as

b1エffer　agent ，　 pH 　7．0

Glucose　1％ ，
　NaCl　7％．

Peptone　1％，　Yeast−extract α5％ ，

（T ．N ．％ of 　medium 　was 　Oユ9％）

Na ・succinate 　O．15M （usually ）added

as 　buffer　agent ，　pH 　7．0

＊ T ．N ，：　Total　Nitrogen

Table　2．　 A皿 alytical 　data　Qf　soy −sauce ．

Kind　of 　soy −sauce 　used
T ．N ．
　％

Reducing　sugar
　 　 　 ％

Soy・sauce 　brewed　for　l　 month

S・y・sauce 　brewed　for　2　months

Soy−sauce 　brewed　for　3　 months

Soy・sauce 　brewed　for　g　months

Soy．sauce 　brewed　lor　13　months

Soy・sauce 　koji　 extract

Chemically　processed　 soy −sauce

1．oo1

．161

．251

．471

．73Q

．172

．25

1，054

．444

．432

，173

．211

，05

＊ ＊

前報
1
）の Fig，2〜4 の 緩衝剤濃 度 （M ）は印 刷 の 誤 りで 0．5 は 0．05、　 LO は 0．lU ，1．5 は 〔｝．15．

　 （M ）と訂正 す る．

2．u は u ．zo
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カ リ量 ml で 示した．

　5．培地 緩 衝能 の 測 定　　培地 10ml を と り，　 島津 自動電位差滴定装置 で O・1NH ・SO4 溶 液 で pH を最終

4，0 ま で 下げ，こ の際 の酸必要量か ら緩衝能を算出した，

実 験 結 果 お よ び 考 察

　1、熟成度 の こ となる生 しょ う油使用培地 における増殖

　 これまで の 実験で 生 し ょ う油 は すべ て 熟成溜 しょ う油を用 い た が ， 熟成度に よ っ て 増殖促進効果が こ とな る こ

と も予想 され る の で ，しょ う油麹抽出液か ら熟成品 に い た る 種 々 の 段階 の 生 しょ う油を え らび，増 殖度の 比較を

行な っ た．こ の際，塩酸分解 に よ る ア ミ ノ 酸液 （味 の 素巛 の 市販味液）もあわせ て テ ス トした，　Table　2 に用 い た

各生 しょ う油 の 分析値を示す，こ の T ・N ・％を もと に T ・N ・で 0・02〜0・4％ に な る よ う配合を行な っ た SS・

培地 に お け る増殖度は Table　3 の ご と くで あ り，　　 1） い ずれの し ょ う油を用い て も N ，濃度 の 増 大 に 伴 い

増殖 も良 くなるが ， 同
一 N ．濃度に お け る菌体量 は麹抽出液， 味液を除 い て どの しょ う油で もほ ぼ 類似 して い

る．すなわち仕込後 1〜13ケ月経過 の どの 生 し ょ う油を用 い て も， N ・濃度が
一

定 で あれば増殖度 は類似して お

り，ま た，溜 しょ う抽 と普 通 し ょ う油 の 差も熟成 品 に つ い て は み られ な い．　　 2） 昧 液を 用 い た 培地で の 増殖

Table　3．Growth （O．　D ．）of　Ped ．　soptae 　in　SS−medlum 　supplemented 　with

several 　kind　of 　soy −sauce ．

Kind ・f　s・y・sauce 　 used

Soy・sauce 　koli　extract

SQy．sauce 　brewed　for　1 叮 lonth

Soy−sauce 　brewed　for　2　months

Soy．sauce 　brewed　for　3　 months

Soy，sauce 　brewed 　for　g　months

Soy・sauce 　brewed　for　13　months

Chemically　processed 　 soy −sauce

Tamari 　 soy ・sauce

T、N ．　concentration 　（％ ）　of 　soy ・sauce

O．02　　 0．05　　 0．1　　　0．2 　　　〔｝，4

0．37　　　0．48

0．20　　　0◆29

0．11　　　0，27

0．11　　　0驢24

0．17　　　0．31

0．19　　　0．31

0，05　　　0．10

0，14　　　0▼32

O．530

．420

．430

．400

．500

．480

．110

．49

0，55　　　0．82

0．59　　　0．86

0．55　　　0．86
0．64　　　0．86

0，72　　　0．90
0．20　　　0，29

0，70　　　0．76

Table　4．Growth （0．　D ．） of 　Ped ．　soyae 　in　PY −medium ＊
supplemented 　with 　several

kinds　 of 　 sov 幽sauce ’

Supplemellted　soy ．sauce （T．　N ．％）

T ．N ．％ of 　medium

Soy・sauce 　koji　extract

Soy．sauce 　brewed　for！ month

Soy．sauce 　brewed 　fQr　2　 months

Soy・sauce 　brewed　for　3　months

Soy ・sauce 　brewed 　for　g　 months

Soy．sauce 　brewed　for　13　months

Chemically　pr  essed 　soy −sauce

Tamari 　 soy ・sauce

0．020

．21

0．050

．24

O．10

．29

0．20

．39

0．470

．360

．310

．240

．380

．410

．200
．39

O．550

，430

．360

．370

．460

．490

．220
．49

0．550

．510

．480

．460

，570

，58O

．290
．60

0，740

．630

，570

．8DO
，80

門
◎

03∩

000

＊ The　growth 　 in　basal　PY ・medium 　 wa ： 0，27　 as 　O ，D ，
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は い ずれの N 濃度 に おい て も醸造生 し ょ う油に劣 り， ほ ぼ 後者の ％程度 の 増殖 しか得 ら れ な い ．3）　し ょ

う油 麹 抽 出液 の 加用 は 比 較的低 い N ．濃度 （0．05〜0・1％）で 生 しょ う油より良 い 増殖が得 られるが，さらに N ．

濃度を高めて も増殖促進 は少ない もの と考え られ る，こ の 結果か ら熟成経過中麹 に 含まれ る 増殖因子 の 減少 も予

想され，麹抽出液 の 使用 が もっ とも有効で はない か との 推定もな りた つ が，実際の操作 と して 集菌の た め の 透明

な 麹抽 出液を 調 製す る こ とは煩雑 （未分解蛋白に 由来す る濔濁の 除去が 厄介）なの で ，実用上 は熟成生 し ょ う油

を 用 い る の が 便宜で あ る．

　つ ぎに前“ai）で PY ・培地 に 生 しょ う油の 配合に よ り増殖が 向上す る こ とをみ とめ たが，上記実験 と同 じ く用

い る 生 し ょ う油に よ りこ の 増殖促進効果が こ とな るかどうか を比較検討 した．結果 を Table　4 に 示す．

1） SS・培地 に お け る と同 様 に し ょ う油添加量が 増す に つ れ て 高い 増殖が 得 られ，　 T ．N ．で 0．2％ 配 合 に お い て

は SS・培地で T ．N ．0．4％ の 際とほ ぼ類似 した 増殖が ある，　　 2） 同
一N ・濃度補足の 増殖促進効果は各生 し

ょ う油に つ い て ほぼ類似 して い るが，熟成，また は 熟成 に近 い 生 しょ う油 （9ケ月経過）がやや す ぐれて い る．

3） 味液添 加 で は T ．N 、で O．2％ tar除 い て ，　 PY 一培地 （対照） よ り増殖が劣り，味液自体に 何か 生育阻害因子

が あ る とみ な され る．　　 4） 麹抽出液 は SS一培地 に おけ る と岡じく，比較的少量の 加用で 増殖促進効果は 生

しt）tう油よ りも大 きい ．

　以 上 を 通 じて 岡一N ．濃度 の SS一培地 と PY 一培地 へ 生 し、k う油 を 配 含し た培地 で の 増殖度は 岡 等 で あ り，結

．
O ．
O

t．2

1．o

O．8

Q．6

o．4

02

　　　　　 O．2　　　　0．4　　　　0 ．6　　　　0．8
　 　 　 　 　 　 　T．N，％ of　 medium

Fig．　L 　Effect　of　soy −sauce 　concentration 　 on

　growth 　of　P6d，　 sのyae．

● SS− medium ，　 OPY 十 soy ・sauce ・皿 edium ，

（＊ without 　buffer　 agent ，　＊ ＊ contain 三ng 　Na −

succinate 　O．3Mas 　buffer　 agent ）
　　　　　Na．succinate 　O．15　M 　containing

　　　　 medi   ，
一一一一・一一Na −su   lnate　O　containing

　　　　 皿 edium ，
一・一 一 Na−succinate 　O、3　M 　conraining

　 　 　 　 medium

15

　 Io

ξ
妻

き
2
⊆≧
　

z51

　
e

エ

α

　 　 　 　 　 O，2　　　　0，4　　　　0．6　　　　 Q8
　 　 　 　 　 　 ↑．N．％ of　medium

Fig．2．　Effect　 of 　 soy ・sauce 　cencentration 　on

　acid 　production　and 　final　pH 　 of 　Ped．　 sayae ．

　Acid・： marks 　 and 　 lineg．　 were 　ag．　 given　in

　　　Fig．1．

　Final　pH ；　 ▲ SS−nledium ．　　 』： PY ÷ soy ．

　 　 　 sauce −nlediun1
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論として 熟成 な い し熟成 に 近 い 生 し ょ う油を用 い る こ と で 培地基材と して 常用 の ペ プ ］・ン ，酵母 エ キ ス に お きか

え うる こ とが わか る，

　 2． 生 し ょ う油単独，および配 合に お け る培地 組 成 の 検 討

　前報
】）な らび に 実験 1 の結果か ら生 しょ う油を T ・N ．で 0．2％以上用 い た培地で 菌体量は 0 ．D ．で ほ ぼ 0．6

以 上 の 良好な増殖 に 達す る こ とが わか っ た が，実験 1 で T ．N ・O・4％ で増殖 は な お 上向き で あ っ た の で， さ

らに 熟成溜 し ょ う抽 （T ．N ，約2．1％）を用い 加用量を T ．N ．　 O．1−vO ．8 まで に わ た っ て 増殖度，生酸量を比較

し，加用最適量を検討 した．また，T ．N ．0．2％以上で は常用 の細菌用培地 と して の N ．源は充分量とみ な さ れ

る の で，加用量 の 増大 に伴 う増殖 の 向上は N ・源 ， 生育促進栄養素の 補足効果とい うよ りも，そ の 他の 要因，た

とえば 加用 に よ る培地緩衝能の 増強に起因す るの で は な い かと考え， （次項 に 詳述す る ご と く， 本菌 に と っ て は

pH 下降が 増殖抑制をもた らす き わめ て 重要な 要因となる た め）各培地 の 緩衝能を解析 した．　 Fig，1 に 増殖度，

Fig，2 に生酸量 ， 最終 pH を 示す．　 SS一培地 ，
　 PY 一培地 に 生 しょ う油を加用 した培地ともに T ．N ．0．7％あた

り まて N ．濃度 が 増す に つ れて 増殖が良 くな るが，そ れ 以上 の N ．濃度 で は む しろ 増殖は 低下す る．生酸量も

T ．N ．0．7％あた りが 最高で あ る．

　各培地 に お ける最終 pH は緩衝剤 （0．15M の Na・su   inate）を 用い る とほ ぼ 5．O± O、1 に あ る．緩衝剤を用

い な い と 4．4以下 に まで 下 り，また常用 の 2 倍量 （O．3M ）を用い る と 5．4前後に お ちつ く，そ して 生 しょ う油

添加量 が ふ え る に つ れ て 生酸量の 増加 に もか か わ らず，若干 pH 下降 は少なか っ た の で ， そ の 原因は し ょ う油

加用 に よ る培地緩衝能 の 増強に基 づ くもの と推定され，緩衝能の 比較を行な っ た 結果 が Fig．3〜5 で あ る．両種

培地 ともに N ．濃度の 増すに つ れて 緩衝能も増大 して い るが （PY ・培地に 生 しょ う油を添加 した培地 で は は じめ

の 調製 pH に若
：Pの ずれ を生 じ，正確 に N ・濃度 に は 比例 して い な い ．），　 Fig．4 お よ び Fig，5 中に み られ る ご
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と く 生 し ょ う油，酵母エ キ ス ，
ペ プ トン の もつ 緩衝能 は 比較的弱 く，各培地の 緩衝能 の 大半 は 用 い た Na・

succinate の 緩衝能 に由来 して い る，

　本菌は酸性 pH に 弱 く，　 pH 　5．5 以 下で は 生育がび 弱とな り・5・0 で は ま っ た く生育の な い こ とが 報告 され て

い る
4− 10）．上記 実験 で も緩衝剤を用 い な い 培地 で の 増殖 ， 生酸 の 劣化は あ き らか に pH 低 下 に 由来す る もの と

み な され，N ．源 濃度の 増大 は緩衝能を若干強 め て い る こ とは うか が わ れ るが，緩衝剤を用い て もな お最 終的 に

は本菌 の 好適 pH 域を維持す る こ とは で き な か っ た．こ れ らの 点 よ り，次項に お い て は培養中の pH 経 過 と増

殖 の 関係 を さ らに 検討 し ， 改め て 最適 N ，源濃度な どの 培地組成に つ い て 考察す る．

　3． 培養中の pH 経過 と 増殖

　さ きに の べ た ご とく本菌が 酸性 pH に 弱い 点か ら，培養中の pH 下降が増殖を制限 し，菌 数 の 減少をもた ら

す こ とは すで に 報告 され て い る
ユ 同 2）．箸者らは緩衝剤

の 使用 に よ っ て こ の 悪影響を防止 し ょ うとした が ， 緩

衝剤併用下 に お い て もな お pH 下降 が増殖の 制限とな

る懸念 が 強 い の で ， 培養時の pH 経過 と増殖 度 の 関係

を PY ・培地，　 SS 一培地 の 両者につ い て 実験 した ．結

果を Fig．6，　Fig．7 に 示す．　 Fig・6 （PY ・培地） に お
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TabLe　5．　 pH 　of 　culture 　med 至um 　during　incubatめ n，

Medium
1
　0hr 　　24　　　33　　　43　　　48　　　52　　　57　　　61　　　65　　　701

・Y 鰡 ，

 

嚆
7．20　6．19　5．41　5．15　5．09　4、99　4．95　4．9〔｝　4．90　4．88

7．20 　6．20 　5．7D 5．65　5．20 　5．26　5▼35　5．40　5．30

Ohr 　　24　　　29　　　34　　　37　　　41　　　46　　　51　　　55　　　59　　　63

PY ＊
 

ss ｛1：器：：：蠶
6．99　　6．58　　6．58　　6．70 6．72　6．49　 6．11　 6．36　 6，09　 6．36

6，45　5，67　5．S4　5．89　6．20　6．20　6．55　6，50

6．50 　　5．73　5．86　5，88　6，45　6．32　　6．67　6．73

寧

pH 　 was 　ttdjus　ted　to　7，0　 at　 intervals　 of 　3〜4hr．

い て は 常用 の Na −succinate の 外 C】ark −Luhs　bufferもテ ス ト した が， い ずれ の 場合も pH が 5．0 前後ま で 下

る と増殖は 停止 し，こ の pH まで の 培地緩衝能 に よ っ て 増殖度が支配 され る もの と思 われる．　Fig．7 （ss・培地 ，
T・N ．は G・2 お よ び 0・4％）で も pH 　5・2・−5・3 附近で 増殖 は 停止 して お り，な お緩衝能 の 不 足 が 増殖を抑制す

る原 因 とな る もの と推定 され る．しか し菌休量は PY ・培地 の ほぼ 2倍程度 に およ び，今まで の 試験で くりかえ

し考察 した ご と く， 生 し ょ う汕が本菌 の 増殖培地 として す ぐれ た 効果を有す る こ とが わか る，

　した が っ て 緩 衝 能 の 不 充分 さを補 な う手段を講ずれば，さ らに増殖の 向上が 期待 で きる と考 え，培養途巾で の

ア ル カ リ液添加 に よ る pH 修 正 実験を 行 な っ た，　 pH 修 鑑 は 増殖 の さか ん な時期に 3 〜5hr お きに 5 ％NaOH

溶液を滴下 して pH を 7・0〜7・2 に もど した．そ の 際 の pH 変化 （修正 寸前 の 培地 pH ）を Tab］e　5 に，増殖

度を　Fig．8 に示す．　 Table 　5 か ら緩衝剤を用い ない

PY 一培地 で は 40　hr 内外 で pH は 5．3〜5．2 ま で 下 り，

そ の まま存 既して はもは や増殖が 行 な わ れ な い が，岡

じ培地 で 以後 pH の 経時修正 をすれ ば，つ ぎの 修正時

ま で の 下降は 5・6〜5・2 の 域 に くい とめ 得 る し，緩衝荊

を用 い た PY 一培地 で は そ の 下降下限を 6．1 以上 に お

さえ 得 て ともに増殖度 は か なり向上する．SS・培地で

の 経時修正 で pH は お お むね 5．7以 上 に維持 さ れ ， 緩

衝剤の み に依存 した場合 よ りもは るか に増殖度は さ ら

に 向上す る．すなわ ち，実験 2で T ．N ．0．7％ を 用 い

た 時 に 得 られ た 最 高度 の 増殖 に 匹 敵す る菌休量が T ．

N ．0．4％程度 の 培地 で 達成で き る．こ の よ う に して 木

菌 に対 す る生育栄養源 と して は T ．N ．0・4％程度 の 生

し ょ う油成分で 充分 で あり，不足す る緩衝能を補なう

こ と に よ って きわ め て 良好 な 増殖が 得 られ る こ とが わ

か っ た．

総 括

　前罐
1 ，

に 引 き続き生 しょ う拙を靆材 とした ル イ．鏡 w ビ

の 効率的 な培養，集菌の た め の 培地組成 を 検討 し，

　1）　生 し ょ う油の 効果は 同
一 N ．濃度 に お い て は 熟

．
O．
O

1．2
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　 Table　5．
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成 度 （1 ケ月 の もの か ら13ケ月経過 の 熟成品まで ）に 関係な くは ぼ 類似 して い る．熟成品 に つ い て は晋通 し ょ う

油 と溜 し ょ う油の 差 も認 め られ な い ，し ょ う油麹抽出液は 生 し ょ う油 よ りも低濃度 で 増殖効果 は大 き い が，培地

用 として 調製上の 容易 さか らは 熟成 また はそ れ に 近 い 生 しょ うttkを用い る の が便利で あ る．

　2）　ア ミ ノ 酸液 （味液）は 増殖効果 が少なく，む しろ低濃度 の 使用で は 阻害を示す場合が ある．

　3） 生 しょ う汕培地 は本菌 の 生育栄養源を蟄富 に 金有 し，通常 の ペ プ トン ，酵母エ キ ス 併用培地 に代替で き る

こ とは もち ろ ん，さ らに 良好 な 増殖が得 られ る，

　4） 木菌の 高度 の 生育 の た め に は培地 に充分 の pH 緩衝能が 必要で あ る．試験 した 培地の 緩衝能は そ の 大 半が

添加 した緩衝剤 に 依存 して い る が ，な お不 充 分 で あ り，生 し ょ う抽 の 使 用 量 を増 して 才
1

訂
二

緩 衝 能を 補 な う こ と も

で きるが，pH の 経時調節 （中和）が望ま しい ．

　5） 全窒索 で 0．4％程度 の 生 しょ う袖 を藻材と した培地 で pH の 経時調 節を あわせ て 行な うこ と に よ り，最高

の 菌休量が 得 られ る．

終 りに の ぞみ 終始御 鞭縫を 賜わ っ た 鳥山史郎 所撫 こ深謝す る．

木 報告の 概 要は t“　12回命 鬮凵未嚼・技術 全研究発 喪会一II齢 9，4．24．一に お い て発 翠、iした．

交

1）　iJ子タP，　細丿「1：　7iこ誌 ，　42，　279　（1964 ）．

2）　Nakagawa，　 A 、、　 Kitahara，　K ．： ノ．（len．　A ノ，p1．

　A’fici’obiol ．，5，　95　（1959）．

3）　i「i「11澱〜由KK石升3ヒ儼告 ：　賃ジ7揖 ， 　83 （1963）．

4）　Sakaguchi，　K ．：　 ∠497・．　Chent．　Soc．．ノaP ‘tノ置，22，

　 353　（1958）．

5）　飯1冢，　lk　91− ：農イ匕，　33
，
383　（1959）．

6） 上野，大 亦 ： 木誌，39，360 （1961）．

7）　本間．今井、桑原 ： 新潟県味噌技争1町会誌．No ・

献

　 3，　10　（196D）．

8）　　享蕁！T1，　3鳧・／t／「．，　オ公尾 ：　本誌，　39，　1　（1961）曹

9）　望月，小 ［：に 　信 州 味噌研 報，No ．3，25 （ig61）

10）　伊藤，海老根，小坂 ： 食糧研報，No ・18，28

　　（1964），

ユ1）　望 月，本 藤，小 口 ： 信 州 味 噌 研 報，No 、3，30

　 （1961）．

12）　　盟月　：　食占壱］二業．　7，　（22）“　84　（1964）．

　　　　　　　　　　　　 （昭 　40 ．　2．ユ 6　受f寸）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


